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富山市社会福祉審議会児童福祉専門分科会概要 

（第３３回子ども・子育て会議） 

１　開　会 

　　日時：令和８年５月２０日（水）午後２時３０分から 

場所：富山市役所８階　大会議室 

出席：１３名中１０名（委員の過半数が出席しているため成立） 

欠席：久保委員、中川委員、八木委員 

 

２　こども家庭部長挨拶 

 

３　議　事　 

（１）専門分科会長及び専門分科会副会長の選出について 

 

（２ ）「保育提供体制の 確保のための実施 計画」について  

 ・委員互選により石動委員を会長に選出（各委員の拍手により承認） 

　・石動会長が副会長に西館委員を指名

 【主な意見等】

 委 員 

 

 

 

 

事　務　局 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

事　務　局 

 

 

資料１の「本市の考え方」で、令和７年度から保育施設の集約化を進めると

あるが、子どもの数が減少する中、今後、全ての保育園や幼稚園が存続する

ことは難しい状況になるのではないか。もっと長い期間を見据えた計画（令

和１１年度以降）はあるか。  

 

少子化により今後、今ある施設全てを維持するのは難しい。人数が少ない施

設については、１クラスのこどもの人数が大変少ない施設もある。保育の質と

いう点からも今後の方向性を考える必要がある。 

 

私立の保育園や幼稚園では、ある程度の規模でないと、収益性の問題があり、

存続が大変になってくる。保育需要も減少傾向にあり、今後の提供体制をどう

するかという点について、しっかり計画を立てて対応をお願いしたい。 

 

今回の計画は継続性があり、将来を見据えたものであると理解している。保

育ニーズが減少している中で、施設の利用定員を少し上げていく形になってい

る点について、市の明確な意図があるのか、それとも、各事業者の現状を考慮

した結果か。また、申込者数が減っているのに、利用定員が増えているのはな

ぜか。 

 

計画について、持続可能な保育機能の確保を目的とするために、集約化する

施設を優先的に施設整備を行うことで、施設ができるだけ集約されることを目

指している。 



2 

 

（３）施設整備事業協議案件（整備計画）について  

【主な意見等】 

  

 

 

委 員 

 

 

事　務　局 

 

 

委 員 

 

 

 

 

事　務　局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

事　務　局 

 

 

会 長 

 

利用定員については、施設整備によって定員が増えた点があり、全体として

定員が増加している。 

 

資料１の保育需要と提供体制の「見える化」について、誰に対して示すも

のか。国に対して見せるものか、それとも市民に対して見せるものか。 

 

交付金を受ける際に国へ提出する資料であり、国に対して富山市の計画を見

える化するものである。市民から問い合わせがあれば提示する。 

 

就学前児童数が毎年約５００人減る予測だが、０歳児の出生数の見込み数は

それほど変っていない。就学前児童数が毎年約５００人減る根拠は何か。 

生まれてくる子供がそれほど変わらないのに、なぜ毎年、就学前児童数が減っ

ていくのか。 

 

就学前児童数の推移については、令和７年度と令和８年度の実績から推計し

ている。また、富山市こども計画において見込んだ減少幅を踏襲しており、人

口移動等も考慮した推計である。特に３歳以上児の減少が多くなっている。 

毎年約１００人出生数が減少しており、５歳児の人口と、その年に生まれて

くる０歳児の人口との差が約５００人となっているため、そのように減少幅が

見込まれている。 

 

資料２について、３歳以上児の申込率が約８０％となっている。約２０％弱

が申し込まないのはなぜか。そのような方について、どのように把握している

か。 

 

資料に記載されているのは２号・３号認定の子どもの数であり、１号認定や

幼稚園、認可外施設利用者については含まれていない。 

 

他に意見、異議なしのため、（２）「保育提供体制の確保のための実施計画」

については、承認とする。

 委 員 

 

 

事　務　局 

 

 

 （仮称）月岡認定こども園の整備費用が非常に大きいが、これは統廃合の予

定はないという考え方でよいか。 

 

月岡幼稚園と月岡保育所を統合し、新しく建てる計画であるため、整備費用

が大きくなっている。 
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(１５時３０分終了)

 委 員 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

事　務　局 

ハード面の整備だけでなく、人材養成や質の高い保育をどのように行ってい

くのかという点について、例えば、富山県では「こどもまんなか条例」を制定

している。こどもの権利擁護やこどもの人権、こどもの意見表明をどのように

促していくかという点は、大人にとっても重要な位置付けだと考える。ＰＲも

含めて、ハードとソフトが一体になって広めていただくことも併せてお願いし

たい。 

 

他に意見、異議がないので、（３）施設整備事業協議案件（整備計画）につ

いて、承認とする。 

 

議事を終えたが、他に意見、質問等はあるか。 

 

人口が増えているところでは、子育て環境が充実しており、子育て世代が移

り住んで、人口が増えているところもあると聞いている。もっと子育て環境を

充実させ、他の市町村から人口を吸い上げるという形で、頑張ってほしい。 

 

 国へ提出する資料において、非常に多額の費用が見込まれる事業もあるが、

物価高騰などで入札不調となった場合の対応しているか。 

 

法人側の入札が不調になる例があり、設計の見直しが必要となった場合があ

る。

 


